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背景 

2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により引き起こさ

れた巨大津波は，日本の太平洋沿岸地域を繰り返し襲い甚大な被害
を引き起こし，159件の津波火災が発生した。 

 

津波火災は津波浸水域内の瓦礫や家屋，車から出火する傾向があり，
それら出火・延焼要因の立地は避難者の2次避難や救援物資輸送ル
ート作成に影響することが考えられる。 
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目的 

本研究では，地震発生翌日に撮影されたpi-SAR X2の強度
画像を用いて，津波火災危険地域の抽出及び，2次避難，
物資輸送ルートを検証することを目的とする。 
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ターゲット 

行政の担当者 

活用シーン 

⇒ 避難者の2次避難や救援物資輸送ルート作成時 

光学画像が撮影不可能な天候時に災害が発生した場合
の,迅速な状況把握,避難・救援計画の立案が必要な状況 
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SARならではのポイント 

光学画像が撮影不可能な天候でも画像取得が可能 
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通行不可能な道路がない場合の避難ルート 
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災害マップ作製の流れ⑴ 
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災害マップ作製の流れ⑵ 
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災害マップ作製の流れ⑶ 
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災害マップ作製の流れ⑷ 
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災害マップ作製の流れ⑸ 
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災害マップ作製の流れ(今後やるべきこと) 

1. 道路ネットワークデータと危険域を重ね合わせ,通行不
可能な道路を抽出する。 

2. 通行不可能な道路を考慮した,浸水域内避難所から浸水
域外避難所への最短経路(２次避難ルート)分析を行う。 

3. ２次避難ルートを可視化する。 
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災害マップ作製の流れ⑹ 
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災害マップ作製の流れ⑺ 
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災害マップ作製の流れ⑻ 
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災害マップ完成のモデル 
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課題 

• 閾値と平均化の数値に改善の余地がある。       
→ 閾値：自動 , 平均化：なし で指定 

• 強後方散乱とされてる場所でも,浸水深の浅い浸水が
考えられる。 

• 浸水範囲外を手動で直接ポリゴンを生成することで
消去したが、自動で浸水域外を抽出できるようにし
たい。 

• 道路ネットワーク分析のバリアを発生させる基準が
曖昧である。 

• SARで取得したデータの３０mバッファーで占める
割合が１００%を超えてしまう。 

⇒クリップ時に重複部分が１つのポリゴンとして形成   
されてしまう 
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